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庄武孝義 ･川本 芳 ･田中洋之
<研究概要>
A)ニホンザルの集団遺伝学的研究
川本 芳 ･庄武孝義 ･山根明弘l)
･泊 賢一朗 2)･川本咲江 3)












































い,近交度の変化を調べる研究 を 開 始 し た ｡ 今 年 度 は ,







郷 康広 2)･平井啓久 4)･平井百合子 3)








































































































































茂原信生 ･高井正成 ･江木直子 1)･鍔本武久2)
中国･タイ･ミャンマーなどの始新世 ･中新世の地
層から産出する真珠類の化石を収集 ･検討し,真猿類の
起源とそのアジアにおける進化に関しての研究をおこな
っている｡2001年度はミャンマー国中央西部のボンダウ
ン地域に広がる中期始新世末の地層で発掘調査をおこな
い,AmphL'phl'thecusのほぼ完全な下顎骨と,エオシミア
ス科の新属と見られる下顎骨を発見した｡またこれまで
に見つかったボンダウン霊長類の体重推定をおこない,
体骨格 ･系統分類に関する再検討をおこなった｡
ら)インドネシアの霊長類の研究
相見 活
インドネシアの現生および化石霊長類の系統 ･進化
について,詳細な研究を行っている｡
C)マダガスカル産原猿類の研究
相見 満
マダガスカル産原猿類の形態学的研究を行っている｡
D)耐アメリカにおける第三紀の化石霊長類の研究
高井正成 ･茂原信生
(1)ボリビア国のサジャ地域において,後期漸新世
(約 2500万年前)の化石広鼻猿BTaDl'sellaの発掘調査
をおこなっている｡BTaDl'sellaは現在知られている最古
の広舟猿類化石であり,その形態は原始的な広鼻猿類の
状態を保っている｡この形態を他の化石 ･現生広鼻猿類
と比較することにより,広鼻猿類の起源に関する問題に
ついて検討している｡
(2)コロンビア国のラベンタ地域において,中期中
新世(約 1500万年前)の地層の発掘調査を継続している｡
同地域から見つかる複数の化石種と現生種との関連性を
もとに,現在の広鼻猿類の形態的な多様性について系統
分類学的研究をおこなっている｡
E)古代追跡から出土したニホンザル形態の時代的な変
化,ならびに分布の変遷に関する研究
茂原信生 ･相見満 ･本郷一美
･川本芳 3)･毛利俊雄 4)
古代ニホンザルの形態,分布の時代的な変化を研究
している｡比較資料として現生のニホンザルの形態調査
も併行して行っている｡おもに歯牙形態の調査を中心に
している｡また,奈良文化財研究所と共同でニホンザル
が出土する遺跡の分布図を完成した｡-この研究では形態
進化分野との共同研究を,また,古代ニホンザルの DNA
に関連した研究では所内の集団遺伝分野との共同研究を,
さらには他大学の研究者と共同研究を行っている｡
F)イヌやブタを中心とした家畜の系統研究とそれに基
づいた日本人の起源に関する研究
茂原信生 ･本郷一美･VuTheLongs)
形態的特徴から日本の在来家畜 (特にイヌとブタ)
の系統を探り,さらに人間集団の移動および日本列島-
の渡来について探る研究を行っている｡イヌは人ととも
に移動するので,イヌを追求することによって人の移動
の傍証を得ることが出来る｡また,中国,ベ トナムのイ
ヌやブタの起源や移動に関する研究を,形態ならびにDNA
の両面の分析と文化的な観点からの研究を所外の研究者
と共同で行っている｡
G)地球規模から見た霊長類の進化プロセスに関する包
括的研究
高井正成 ･江木直子り･鍔本武久2)
新生代初頭 (約6500万年前)から始まる盃長類の進
化プロセスを,地球規模の環境変動といった観点から研
究している｡即ち,新生代の大陸移動 ･海流の変化 ･気
候変動にともなう植生や動物相の変化が,いかにして霊
長類の進化を促しその分布や形態を変化させるに至った
かという ｢進化プロセス｣を,巨視的な観点から説明す
るべく研究を行っている｡
H)東アジアにおける古第三紀の噛乳類進化の研究
鍔本武久2)･江木直子 1)･高井正成
古第三紀 (6500万年前～2400万年前)の東アジア各
地の噂乳類相を解析することによって,この時代の噛乳
類の進化の実態の解明をめざしている｡2001年度は約
5500万年前頃の晴乳類相を中心に研究した｡その結果,
この時代には,(狭義の)霊長類を含むさまざまな種類の
噛乳類が東アジアで出現して北米やヨー ｡.ツパ-放散し
ていったことがわかった｡また.ボンダウンから産出し
た 3属の肉歯類 (2属は新属)の系統解析をおこない,
肉歯叛と初期真猿類の分布との類似性に関して検討をお
こなった｡
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